
 

 

「四日市市こども計画（素案）」にかかるパブリックコメントの結果について 

 

１．実施期間 

令和６年１２月２０日（金）～令和７年１月２０日（月） 

 

２．意見提出 

提出人数 １５人 

提出件数 ７４件 

 

３．意見の内容と市の考え方 

  別紙（パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方）のとおり 

 

資料２ 



パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方

No.
該当
区分

関連
頁

意見の内容 意見に対する考え方 所管課

１ 第1章 2

“策定の目的”の中に、「こども基本法に基づく」と記載されている
が、次の“計画の位置づけ”の説明部分で「こども基本法第10条第2項
に基づく」と続く為、努力義務の為に策定すると感じてしまう。こど
も基本法は子どもの権利条約を実行しようとする為の法律だと思う。
市も、子どもの権利が社会の中で大事にされることを願っていると思
うので、策定の目的や位置づけの中に、そのことがもっと伝わるよう
に書いてほしい。
こども基本法第1条から第5条に対しての意識の強さをもっと感じたい
と思う。（←常々、四日市市にもこども条例が必要と思っているが、
無いので余計に思う。）

「子どもの権利条約」の精神にのっとった「こども基本法」が施行さ
れたことにより、いただいたご意見のとおり、本市においてもこども
の権利が社会の中で大事にされることの重要性を再認識したところで
あり、市町村の努力義務として規定された「こども計画」の策定にい
ち早く取り組んだところです。策定の目的では、こういった国の動向
を踏まえ、計画を策定することを端的に記載しており、こどもの権利
をはじめとした「こども基本法」に対しての意識の強さについては、
「第３章 こども計画の基本的な考え方」の「基本理念」「基本方
針」に盛り込んでいます。また、計画の位置づけについては、市町村
が策定する「こども計画」は、国が示した「こども大綱」を勘案して
定めることと規定されており、法的な整理として記載しています。

こども未来課

２ 第1章 2

「こどもまんなか社会」を実現するために、社会全体の認識を変えて
いくためとありますが、どのような認識に課題があるのか、どのよう
な認識をどのように変えていこうと思っているのかが読んでいてもみ
えてきません。明確に書く必要があるのではと思います。
ぜひ少しでも反映していただければと思います。

いただいたご意見のP.２の「（４）こども計画策定の目的」について
は、計画策定の目的を端的に記載しており、P.5からの「第２章 こど
も・若者、子育て当事者を取り巻く現況」において、様々なデータを
示し、P.29からの「第３章 こども計画の基本的な考え方」において
「基本理念」や「基本方針」を示す構成としています。ご意見の「ど
のような認識をどのように変えていくか」については、「第２章」で
みられる課題などを「第３章」の理念や方針に基づき、主にP.37 から
の「第４章」の取組・事業を実施することで変えていきたいと考えて
います。

こども未来課
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パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方

No.
該当
区分

関連
頁

意見の内容 意見に対する考え方 所管課

３ 第2章 5

第2章の当事者を取り巻く現況に、ジェンダーギャップ指数（特に都
道府県ごとのジェンダーギャップ指数）の項目を増やすことはできな
いか。
三重県の経済分野ジェンダーギャップ指数は3年連続46位で、その原
因は男女の賃金格差と家事育児にかける男女の時間差だと言われてい
る。企業も多く抱える四日市としてジェンダー平等の意識をこども計
画に取り入れることで、共働き世帯の仕事と子育ての両立につながる
のではないか。

ジェンダーギャップ指数については、市単位の統計データが公表され
ていないことも考慮し、国・県単位のデータも掲載しませんが、P.26
「（３）家庭について」の「①⽗⺟の状況◆⽗親の育児参画」におい
て、「⽗親の育児参画が増加傾向にあり、社会の意識変化が見られ
る」とアンケート調査結果を示しています。ジェンダー平等の意識に
ついては、P.30の基本方針の2つ目に、「こどもまんなか社会」を実
現するために、「こどもが自分らしく自らの希望に応じてその意欲と
能力を生かすこと、性別に関わらず様々な可能性を広げていくこと、
こどもを産みたい・育てたいと考える個人の希望が叶うこと、子育て
と仕事の両立ができることなど、こども・若者や子育て当事者が自由
で多様な選択ができ、ウェルビーイングで生活ができることが求めら
れています。」と盛り込んでいます。P.32の「３．こども・若者施策
の重要事項」に「２．子育て当事者（３）共働き・共育ての推進、男
性の家事・子育てへの主体的な参画促進・拡大」を位置づけ取組を進
めてまいります。

こども未来課

男女共同
参画課

４ 第2章 24

【個別の部分に関して−2章の5.こども・若者、子育て当事者を取り巻
く現状と課題】
P24「大人への期待」に関して、「ほめてほしい」が断トツで高く
なっています。この項では「大人を必要としている」や、「お手本と
なる行動を示す」を課題認識として挙げられていますが、「ほめてほ
しい」に現れているとおり、まずは「認める」ことが根底にあるはず
です。その上に「大人を必要とする（頼る）」や「お手本を示す」が
あると考えますが、いかがでしょうか。

いただいたご意見を踏まえ、P.24「大人への期待」の2行目を次のと
おり修正します。
「「良いことをしたときには、ほめてほしい」が高くなっており、こ
どもは大人に認められたいと感じています。その他にも、…」

こども未来課
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パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方
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５ 第2章 25

【2章の5.こども・若者、子育て当事者を取り巻く現状と課題】
P25「若者について」のライフデザインに関して、「男性に比べ、女
性が少なくなっている」と傾向分析をされています（有意差があると
いうことと思います）。それを受けた後段では、「結婚、妊娠・出
産、子育て」に関しての考察となっていますが、実態はもっと複雑な
のではないかと推察します。女性人口の推移グラフが６ページにあ
り、減少傾向を示しています。人口データをもう少し詳しくみて、大
学を卒業する23歳以降の男女の人口比率、あるいは人口推計をする際
の変化率を見ていただくとわかるのではないかと思いますが、本市で
は20代後半の女性の人口が同年代の男性に比べて少なくなっていま
す。大学卒業直後の年代で男女差が出ると言うことは、結婚や子育て
という以前に、女性が安心して働ける場が少ないことを物語っている
ように思います。そういう点を含めて、「ライフデザインを描きにく
い」という考察にすべきかと思いますが、いかがでしょうか。

本市の人口における男女比はいただいたご意見のとおりですが、P.25
の調査結果については、中高生を対象に実施したアンケートの結果で
あり、中高生がイメージする将来の姿について集計・比較を行ってお
り、20代後半の人口の男女比とそこから推測される就労の現状分析に
ついては、考慮していません。また、同アンケートにおいて「仕事を
している」「親を大切にしている」「幸せになっている」と回答した
割合は、男女がほぼ同じ割合となっていることから、男女で差が見ら
れた項目について記載しています。 こども未来課

６ 第2章 26

【2章の5.こども・若者、子育て当事者を取り巻く現状と課題】
P26「⽗親の育児参画」に関して、記載内容は正しいのですが、「⺟
親のみが子育てを担うという考え方の変化や⽗親の育児に対する意識
の変化」はすでに10年前の話で、最近の若い⽗親たちは「⽗親も家
事・育児に関わって当然」という中で、まじめに前向きに子育てをが
んばって（楽しんで）いる人が多い反面、社会のほう（職域や地域）
の意識が変わっていないがために、その狭間で苦しんでいる人がいる
という状況だと思います。「子育て世代の男女共同参画の推進」とい
うだけでなく、「社会全体での男女共同参画」あるいは「女性の社会
進出とバランスした男性の家庭回帰ができる社会の意識変容」が必要
だと考えますが、いかがでしょうか。

いただいたご意見を踏まえ、P.26「⽗親の育児参画」の6行目を以下
のとおり修正します。
「…つながっていることも考えられ、子育て世代の男女共同参画の推
進に加えて、子育て世代がより一層子育てしやすい環境になるよう社
会全体の男女共同参画の推進についても、…」

こども未来課
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パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方

No.
該当
区分

関連
頁

意見の内容 意見に対する考え方 所管課

７ 第3章 29

基本理念を「すべてのこどもを みんなでそだてるまち よっかい
ち」にしてはどうか。「やさしいまち四日市」では市の当事者意識が
薄いように感じてしまったため。

基本理念「こどもと子育てにやさしいまち四日市」は、本市総合計画
との整合や「第２期四日市市子ども・子育て支援事業計画」を継承す
ることも踏まえて設定しています。また、こどもを主体とした意図も
含めて原案のとおりとさせていただきます。

こども未来課

８ 第3章他 30他

P30他に、「ウェルビーイング」という語句が用いられています。用
語集に解説がありますが、何を現しているのか直ぐに想定できませ
ん。和語で表記してほしいです。

いただいたご意見を踏まえ、次の下線のとおり追記します。
「ウェルビーイング（身体的・精神的・社会的に将来にわたって幸せ
な状態）」とし、「ウェルビーイング」が表す意味を併記します。
（P.30,38,84に追記）

こども未来課

9 第3章 30

基本方針に、「地域・学校・行政をはじめとしてこどもに関わるさま
ざまな機関が連携して・・・」とありますが、全般的に地域団体や
NPO団体等との連携がみえてこない。市が取り組む主な事業の中に
は、地域団体との連携が含まれる事業はあるでしょうけど、計画の本
⽂にみえる記載で「地域・⺠間団体との連携」を具体的にどのように
進めるか、拡大するかを記述していただきたいです。

いただいたご意見のとおり、本市の事業には、地域団体等との連携が
含まれている事業が数多くあり、現在もこどもに関わる様々な関係者
にご協力をいただき、こども・若者、子育て当事者への支援を実施し
ています。「地域・⺠間団体との連携」の具体については、個々の事
業によって異なりますが、いただいたご意見を踏まえ、P.30の「２．
基本方針」の22行目に次の下線のとおり追記します。
「そのような社会を構築するためには、地域、学校、行政をはじめと
して、こどもに関わる様々な機関が連携して取り組む必要があり、必
要に応じて主体間の情報共有や連携体制の強化、地域や⺠間団体への
支援の充実を図ります。また、こども・若者や…」

こども未来課

10 第3章 30

【3章】２．基本方針において「こどもに関わる全ての施策におい
て、「こどもの権利の尊重」「こどもの意見聴取」「こどもの視点」
の考え方を持ち」とされていることについて、大変素晴らしく、おお
いに賛同いたします。

貴重なご意見をいただき、ありがとうございます。

こども未来課
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パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方
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11 第4章 37

第4章 取組・事業 “１こどもの人権尊重 施策の動向“のところに
「子どもアドボカシー活動の取組」を入れてほしい。子どもの声を聴
く、意見を聴く機会を設けるとあるので、こどもアドボケイトの存在
は必要だ。
また主な取組表に人権意識を高めるとか、人権学習のことはあるが、
権利学習がない。含まれるのか？
子ども自身が「子どもの権利条約」について学び知っていてこそ、自
分の権利、相手の権利について考え、大事にしていくのだと思う。ま
た大人も子どもの権利について知っていないと、子どもが権利行使の
主体である社会になる難しさを感じる。

ご提案いただいた「子どもアドボカシー活動の取組」については、
P.37の「１．こどもの人権尊重」の「施策の方向」の４つ目に「こど
もの権利が侵害されたときに、相談することができる相談窓口を設
け、関係機関と連携し、迅速に対応します。」と記載しており、アド
ボケイトによる対応が求められるケースなどを研究しながら、その必
要性を検討してまいりたいと考えています。
次に、こどもの権利に関する学習は、人権学習や研修等の中に含まれ
ていますが、本計画策定により、こどもも大人もより一層こどもの権
利の理解が進むように周知啓発に取り組んでまいりたいと考えていま
す。

こども未来課

こども家庭課

12 第4章 37

子どもの権利条約の授業・包括的性教育を、保幼小中それぞれの段階
でこどもが受けられるようにしていただけないか。
子どもの権利を子ども自身が理解できるようになる必要があると考え
ているため。

こどもの権利に関する学習は、人権学習の中に含まれていますが、本
計画策定により、こども自身がこどもの権利を理解できるよう、より
一層取り組んでまいります。また、性教育については、就学前教育・
保育では、園での人権教育や出前講座の中で実施します。小中学校で
は、産婦人科医、助産師等の専門家を外部講師として学校に派遣し、
児童生徒の発達過程に応じて指導してまいります。

保育幼稚園課

指導課
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13 第4章 38

【4章 １全世代共通 １．こどもの人権尊重】
P38の重点施策「こどもの意見聴き取りの推進」について、目的を
「･･･こどもの自己有用感の向上を図るため･･･」とされていますが、
こどもにとって意見を言う場があること、意見を聞いてくれること、
意見を聞いてもらった結果が得られることというのは、「自分の存在
を認められること」であって、むしろ「自己肯定感の向上」を目的と
するものではないかと感じます。もちろん、その上に自己有用感の高
まりがあり、さらに自己肯定感の向上にもつながるのかもしれません
が、「自分が役に立っていると思う子ども」が増えることをゴールに
するのではなく、「自分が認められていると思う子ども」が増えるこ
とをゴールにしてもらいたいと思います。いかがでしょうか。

こどもの意見聴き取りについて、こども家庭庁が示した「こども・若
者の意見の政策反映に向けたガイドライン」においても、「実効性の
高いこども施策の実現」や「こどもの自己肯定感や自己有用感の向
上」が挙げられています。いただいたご意見を踏まえ、P.38の重点施
策「こどもの意見聴き取りの推進」の目的を次の下線のとおり追記し
ます。
「より実効性の高いこども施策の実現とこどもの自己肯定感や自己有
用感の向上を図るため、…」

こども未来課

14 第4章 38

【4章 １全世代共通 １．こどもの人権尊重】
P38の重点施策「こどもの意見聴き取りの推進」について、「今後の
方向性」において「フィードバックの手法を検討する」とされてお
り、大変素晴らしく、おおいに期待しております。この重点施策の担
当課は、こども未来課に加え、広報マーケティング課となっています
が、次ページの主な事業においては広報マーケティング課の事業があ
りません。加えて、主な事業には「こどもの意見聴取」に関連する事
業が挙がってしかるべきと考えますが、すべて人権に関する事業であ
り、意見聴取に関する事業がありません。現時点で全ての部署にとい
うのは難しくとも、意見表明の機会があると想定できるもの、例えば
総合計画の策定（政策推進課）、地域防災計画の策定（危機管理課）
など、子どもの未来に関わる事柄や、こども・子育てにやさしいまち
づくりに関わる事柄への意見表明の機会づくりについては、本計画に
列挙してしかるべきと考えますが、いかがでしょうか。

いただいたご意見の計画策定などの機会におけるこどもの意見聴き取
りについては、P.38の重点施策「こどもの意見聴き取りの推進」にて
実施してまいりたいと考えています。こどもの意見聴き取りは、全庁
的に取り組んでいく必要性があると考えており、市全体の広聴を所管
する広報マーケティング課と本計画を所管するこども未来課が主たる
担当課として実施し、こどもの意見を聴く仕組みづくりを行い、他部
局においても活用できるように取り組んでまいります。
具体的には、市⺠のご意見や考え方を迅速に把握する仕組みとして、
インターネットを活用したアンケート「市政ごいけんばん」を設け、
特定の施策や取り組みへの考え方を伺っておりますが、この「市政ご
いけんばん」において、こどもの意見を聴く仕組みを新たに追加する
とともに、気軽に意見が寄せられるよう、こどもへの周知を行ってま
いります。

こども未来課

広報マーケ
ティング課
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15 第4章 38

今回の「こども計画」に限らずですが、パブコメだけでなく、常日頃
から気軽に市⺠が市に意見を言える仕組みを作ってほしいです。ホー
ムページに「市政への提案箱」などもありますが、存在を知らない市
⺠が多いと思いますし、改まって意見を送るのは敷居が高いのではな
いかと感じます。市のLINE等も活用して、市⺠の声をもっと聞いてほ
しいと思います。
「子育て政策を考えるワークショップ」のような集まりも定期的に開
催して、小学生以上の子を持つ親にも対象を拡大すべきと思います。
オンラインでの開催もよいと思います。
今回のパブコメも募集記事の場所が分かりにくいと感じたので、周知
を工夫・徹底してほしいと思います。

本計画の策定にあたっては、中高生や子育て当事者を対象としたワー
クショップを開催し、貴重なご意見をいただきました。こども基本法
においても「こども施策に対するこども等の意見反映」が規定されて
おり、本市においても、こども施策を策定する際などにおいては、こ
ども・若者、子育て当事者をはじめとした市⺠の声を聴き、反映して
まいりたいと考えています。
また、本市では、日ごろから気軽に市⺠の皆さんにご意見をいただ
き、その意見を市の施策や事業に反映すべく、電話やメールなど様々
な手法でご意見をお聴きできるよう努めています。さらに、ご意見を
伺うための取組として、「市政ごいけんばん」ほか、市政全般の取組
への満⾜度や期待度を把握するため、18歳以上の市⺠5,000人を対象
とした市政アンケートを実施しています。今回のようなパブリックコ
メントをはじめ、「市政への提案箱」「市政ごいけんばん」などにつ
いては、いずれも市ホームページのトップ画面「市⺠の声」からご覧
いただけますが、市⺠の皆さんにより広くご意見をいただけるよう、
今後も機会を捉えて周知を行ってまいります。
■連絡先の確認方法
・市ホームページ「各課の電話番号」→「各課の案内」
・広報よっかいち４月下旬号「市役所および関係機関の電話番号案内」
■担当課がわからないときは
【Eメール】→市ホームページ「市⺠の声」→「ご意見募集」→「市政への提
案箱」
【電話】→代表電話・総合案内、または、広報マーケティング課へ

こども未来課

広報マーケ
ティング課
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パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方

No.
該当
区分

関連
頁

意見の内容 意見に対する考え方 所管課

16 第4章 41

ｐ、41施策の方向で地域や成育環境によって格差が生じないように配
慮します。これに関して、児童館が四日市に３カ所しかないです。
地域に格差が生じているのではないでしょうか？児童館の職員さんも
各地区に児童館をと声をあげています。建物などいるし予算がないか
らという理由ならば、プレーパークはただの公園または空き地ででき
ます。
現在四日市でプレーパークをしている団体として野外育児Ohana、い
ろあいく、遊パーク水沢があります。委託するかたちなどもとれるの
ではないでしょうか！？児童館やプレーパークがあれば、わざわざ学
童に預けなくてよくなり働いている方は助かるのではないでしょう
か！？

現在、児童館は全市的な施設である「こども子育て交流プラザ」を含
め市内4か所に設置しており、児童館のない地区に対しては、P.86の
「移動児童館事業」を行っています。移動児童館事業は、専任の児童
厚生員が、児童館のない地域を中心に市内各地へ出向き、子ども会・
PTAなどこどもに関わる活動団体等に対して遊びの指導や遊具貸出を
行う事業です。
児童館のない地域のこどもたちにも継続して遊びを提供できるよう、
移動児童館事業のさらなる充実に努めてまいります。

こども未来課

17 第4章 45

よっかいち電子図書館の蔵書をもっと充実させてほしいです。図書館
周辺にお住いの家庭と、図書館から遠いところに住んでいる家庭で
は、子どもの体験格差が出てしまうのが実情だと思います（貸出・返
却の往復の時間・交通費を考えると、なかなか利用しづらいです）。
電子図書なら、地域格差もなく、子どもの読書量増につながると思い
ます。

本市の電子図書館は、同時に何人も読むことができる読み放題の児童
書（約1,000コンテンツ）をはじめ、東海地区最多となる約23,000コ
ンテンツの電子書籍を揃えています。
公共図書館用に販売されるコンテンツは紙の本と比較するとまだまだ
少ないですが、今後も可能な限り幅広い分野の電子書籍を導入し、こ
どもの読書環境の充実を図ってまいります。

図書館
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パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方

No.
該当
区分

関連
頁

意見の内容 意見に対する考え方 所管課

18 第4章 49

障害児や医療的ケア児を抱える親が仕事をしやすいようにしてほしい
です。健常児の親以上に経済面など先行きが不安なはずなのに、就労
がかなり制限されてしまうのは厳しいです。たとえば、子どもを療育
に通わせる場合、親（おもに⺟親）は正社員で働くことはほぼ不可能
な状況になると思います。療育の送迎サービスや、療育が終わった後
でも親の就業時間中は保育が利用できるようにする等、改善してほし
いです。

現在、小・中学校で医療的ケアを必要とする児童生徒には、市の教育
委員会で必要性を判断し、主治医の指示の元、医療的ケアを実施して
います。また、障害のあるこどもを対象とした福祉サービスについて
は、障害福祉サービス事業者、障害者関係団体、関係行政機関等によ
る障害福祉サービスに係る協議の場として、「四日市市障害保健福祉
圏域自立支援協議会」を三重郡３町と共同で設置しており、地域の課
題抽出とその課題解決のためサービス基盤の整備に取り組んでいま
す。引き続き、この協議会と連携しながら医療的ケアが必要なこども
を含めた障害のあるこどもの受け入れ体制整備がより推進され、その
家族へ効果的な支援ができるよう努めてまいります。

こども発達支
援課

教育支援課
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パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方

No.
該当
区分

関連
頁

意見の内容 意見に対する考え方 所管課

3人の子どもを四日市市で育てています。うち一人が学習障害（発達
性ディスレクシア）のため、毎日少しの時間しか学校に行けていませ
ん。登校している時間は、支援員さんの手助けがあると学習しやすい
と喜んでいます。
完全不登校になった子どもへの支援はもちろんですが、サポートがあ
れば学校に行けるという子どもへの支援もあると嬉しいです。
・発達障害の児童に対する理解・サポートの仕方を深める研修機会の
提供（先生・支援員さん・保護者向け）があると嬉しいです。
・読み書き障害を持っている児童を早期発見し、必要なサポートをす
ぐに提供する「読み書き対応tsukubaモデル」 というシステムがあ
るそうです。
四日市市でもぜひ導入を検討していただけることを願っています。
・通級指導教室が全ての学校にあると利用しやすくて助かります。
・作業療法士、言語聴覚士が学校に入り、授業を受けにくい子どもた
ちがこの形なら授業を受けれる、というやり方を一緒に考えてくれる
と嬉しいです。

19 第4章 50

特別支援教育に関わる研修については、教諭・特別支援学級介助員・
特別支援教育支援員を対象にした研修を定期的に実施しています。令
和6年度は、広く市⺠に向けて医療的ケアの必要なこどもについての
理解を深める講座を実施したところです。今後、教職員や保護者等を
対象とした、発達に課題のある児童生徒に対する理解が深まるような
研修機会の提供についても考えてまいります。また、本市では、発達
に課題があると心配される就学前の子どもに対して、就学相談を行っ
ています。就学相談では簡易検査を行い、言葉や発達の面の実態把握
を行っています。各小学校のサポートルームや通級指導教室では、読
みの苦手さがある子の支援を行う教材の一つとして「読みのアセスメ
ント・指導パッケージ」を使い、指導や支援に役立てています。次
に、通級指導教室については、令和3〜5年度にかけて情緒等通級指導
教室を毎年1教室ずつ増設しており、現在、小学校8校、中学校3校に
通級指導教室を設置していますが、今後も通級を必要とする児童生徒
数に応じて、三重県教育委員会に通級指導教員の配置を要望していき
ます。
なお、福祉サービスとして専門的な支援が必要なこどものために、知
識及び経験を有する児童指導員、保育士、理学療法士、作業療法士等
の訪問支援員が保育園、学校等へ訪問する「保育所等訪問支援」を実
施しており、集団生活に適応できるような関わり方などについて、こ
どもや教職員等に助言や支援を行っています。

こども発達支
援課

教育支援課
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パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方

No.
該当
区分

関連
頁

意見の内容 意見に対する考え方 所管課

20 第4章 50

インクルーシブ教育に対して
地域に住む子どもたちが障害の有る無しで学ぶ場を分けられることが
ないように願う。インクルーシブな考えは共に生活し、経験すること
で漂うように広がっていくと思う。「○○ができるようになったら」
「○○まで成⻑したら」等と条件を付けることで分けるおかしさを感
じるようになった。学校がインクルーシブになることは、大人になっ
てからの社会もインクルーシブになり、誰もが生きやすい社会に繋が
ると思う。四日市市がそのような所であってほしい。

いただいたご意見のように「障害等があっても、合理的配慮のもとで
共に学ぶ」ことがインクルーシブ教育の考えであり、「〇〇ができな
いから」といった理由だけで学ぶ場を分けることはせず、保護者やこ
どもの思いに寄り添いながら、P.50の重点施策「インクルーシブ教育
推進事業」に基づき多様な支援・配慮に取り組んでまいります。 教育支援課

21 第4章 59

こども用ＧＰＳや見守りシステムの貸与・助成をしてほしいです。登
下校時等の子どもを狙った犯罪の抑止になります。品川区
（https://www.city.shinagawa.tokyo.jp/contentshozon2021/mamor
ucchi4.pdf）、岐阜市（https://www.city.gifu.lg.jp/kosodate/
kosodateshien/1003631/1025643.html）等、他の自治体でも実施さ
れています。PTAのパトロールの負担軽減にもなります。

本市では、P.59の「登下校時等のこどもの見守り活動」として、こど
もの登下校を見守る地域団体の力も借りながら、通学路におけるこど
もの安心安全のための方策に取り組んでいます。いただいたご意見の
こども用GPSや見守りシステムの貸与・助成について、現時点では検
討していませんが、いただいたご意見も今後の取組の参考とさせてい
ただきます。

こども未来課
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パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方

No.
該当
区分

関連
頁

意見の内容 意見に対する考え方 所管課

22 第4章 62

土日に開かれている子育て支援センターを増やしてほしい。
雨天・真夏（熱中症アラート時）・真冬の休日に利用できるこどもの
施設がほしい。

23 第4章 62

子育て支援センターの数は充実していると感じている。土日にも開か
れている支援センターが増えるとさらに嬉しい。雨の日や真夏・真冬
の休日に利用できるこどもの施設がほしい。

24 第4章 62
途切れのないの支援のために、土日の子育て支援場所の保障を手厚く
してもらいたいです。

25 第4章 63

病児保育や託児、一時預かりについて、もっと気軽に預けられるよう
にしてほしいです。回数券の工夫はされていますが、回数が少なかっ
たり、たくさん利用すると高額になったりしてしまうので。⺠間だけ
では大変だと思うので市で対応してもらいたいです。

本市としても、子育て世帯の負担の軽減は必要であると考えており、
P.63の重点施策「第2子以降子育てレスパイトケア事業」などを実施
しています。当事業では、第2子以降の出産時に上の子の病児保育や
一時預かり（認可施設のみ）の利用料が2回まで無料になるよっかい
ちニコニコ子育て応援券を発行しており、ご利用いただけるサービス
についても充実を図っています。一方で、現在、私立園を中心に一時
保育などの特別保育を実施していますが、保育士不⾜により待機児童
が発生している状況にあることから、実施園の拡大は困難と考えてい
ます。

こども未来課

保育幼稚園課

子育て支援センターの充実については、P.62の重点施策「子育て支援
センター事業」を位置づけています。親子が集い、交流や育児相談、
情報交換ができる身近な場として様々なニーズがあることから、優先
度等を考慮しながら、引き続き、子育て支援サービスの充実を図って
まいります。

こども未来課
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パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方

No.
該当
区分

関連
頁

意見の内容 意見に対する考え方 所管課

26 第4章 63

「よっかいちニコニコ子育て応援券を使用した家事支援」の制度の対
象を、産後12ヶ月以降にも拡大してほしいです。育休中は乳幼児のお
世話があるものの、家にいられるだけまだ家のことに目が向けられま
すが、共働きになると日々の家事（料理・洗濯）だけで手いっぱい
で、掃除などは最低限しかできないという家庭が多いと思います。家
事支援があれば、四日市は手厚い子育て支援をしているイメージを持
たれると思います。

よっかいちニコニコ子育て応援券を使用した家事支援については、令
和6年度から新たに追加したメニューであり、今後も周知を図ってま
いりたいと考えております。また、いただいたご意見も参考に、乳幼
児保護者に対してアンケートを実施し、サービスや申請・利用方法な
ど利便性の向上を検討してまいります。

こども未来課
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パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方

No.
該当
区分

関連
頁

意見の内容 意見に対する考え方 所管課

27 第4章 66

保育園に適切に入園申し込みをしているにも関わらず、2歳の誕生日
（育休終了）時点で保育園に入園できず待機児童となってしまった場
合、休職扱いで休めるような措置を講じていただきたいです（目安と
しては2歳児の年度末まで等）。社会保険料の企業側負担の減免（補
助金による補填）等、企業側が従業員の復帰を待てるような支援をお
願いしたいです。保育園に入れない＝退職するしかないというのは、
子育てする上であまりにもリスクが大きすぎます。企業側にとって
も、従業員の退職は大きな損失になります。

28 第4章 66

育児・介護休業法、令和7年10月1日改正の「柔軟な働き方を実現する
ための措置等」のように、就学前の子どもがいる世帯を対象とした改
革は進みつつあると思います。しかし「小1の壁」「小4の壁」などと
言われるように、仕事と育児の両立が本格的に厳しくなってくるのは
子が小学校に就学してからだと感じています（実際、私の職場でも、
お子さんの就学を機に正社員からパートになったり、退職したりと
いったお⺟さんが多くいらっしゃいました。時短勤務やテレワークな
どはむしろ小学校就学後のほうが欲しい制度です）。保育園に比べ小
学校の方が親が仕事を休まないといけない行事等が多く、突然の学級
閉鎖もあります。それを念頭に置いた各種支援・対策をお願いしたい
です。

女性就業率の上昇などを背景に、1歳を中心に低年齢児の保育ニーズ
が高まっており、本市では待機児童が発生しています。まずは、P.75
の重点施策「保育児等人材確保事業」などあらゆる待機児童対策を講
じてその解消に取り組み、保護者が希望する園への入園が実現するよ
うに努めてまいります。
また、育児や介護などさまざまな事情を抱えた従業員を含めた誰もが
働きやすい職場づくりを推進する企業に対して支援を行ってまいりま
す。
P.66の重点施策「仕事と子育ての両立ができる職場環境支援事業」の
「働きやすい職場づくり支援事業」として、有給休暇や育児・介護休
業の充実など、従業員がそれぞれのライフスタイルや本人の希望に
あった働き方ができる制度を導入するために就業規則の見直しを行う
中小企業に対して、社会保険労務士などの専門家へ委託する費用の補
助を行っているほか、企業において休暇の取りやすい環境を含めた、
風通しがよく働きやすい環境づくりを促進するための講師派遣などを
実施しています。
今後も、子育て中の方をはじめ、多様な人材が活躍できるよう、企業
が進める働きやすい職場づくりを支援してまいります。

保育幼稚園課

商業労政課
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パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方

No.
該当
区分

関連
頁

意見の内容 意見に対する考え方 所管課

29 第4章 68

養育費（婚姻費用）の差押えをしてほしいです。⺟子家庭に養育費が
支払われている率は24.3％というデータを見ました。シングル世帯
（とくに⺟子家庭）は経済的に困窮するケースが多いので、元配偶者
にもきっちりと責任を負わせ、逃げ得を許さない仕組みを作ってほし
いです。兵庫県明石市では「養育費差押えサポート事業」といった形
で実施されています
（https://www.city.akashi.lg.jp/seisaku/soudan̲shitsu/kodomo-
kyoiku/youikushien/sasiosae̲support.html）

P.26の「ひとり親家庭」に記載のとおり、ひとり親世帯は経済的に厳
しい世帯も多いと認識しています。本市においては、P.68の「養育費
確保のための支援」として、養育費に関する公正証書作成等に関する
費用の一部助成を行っています。いただいたご意見の受け取れない養
育費の「立替事業」や「差押さえの費用助成」については、現在のと
ころ本市では実施していませんが、ひとり親家庭の経済的な安定を図
るため、ひとり親家庭からの相談事業や公正証書作成費補助事業をし
ていく中で、支援ニーズや課題の把握に努めてまいります。

こども家庭課

男女共同
参画課

30 第4章 72

こんにちは赤ちゃん訪問（ｐ72）に保育士も
保健師、助産師、赤ちゃん訪問員など←こちらに保育士も入れる
保育士も子どもに関する専門知識または経験があるので一緒にまわる
ことでさらによいのではないでしょうか？
ぜひ子ども計画に取り入れて、ご支援いただけると嬉しいです。行政
と市⺠と一緒に子どもの未来のために動いていきましょう！よろしく
お願いします！！

本市では、年間約2,000世帯の乳児家庭に対して、保健師・助産師等
専門職とこんにちは赤ちゃん訪問員が協働でこんにちは赤ちゃん訪問
を実施しています。
はじめて赤ちゃんと接する保護者にとって、保育士から赤ちゃんとの
関わり方についてのアドバイスを受けられることは大変有効であると
考えますが、こんにちは赤ちゃん訪問は産後間もない時期に伺うこと
から、訪問の際には主として、授乳や心身の健康状態、養育環境等に
関する相談をお伺いすることが多くなります。このため、こんにちは
赤ちゃん訪問の際に保育士などがいる子育て支援センターの情報をお
伝えし、赤ちゃんと一緒に外出できるようになったらぜひ出向いてい
ただくようご案内しています。
今後も子育て家庭に対する見守りや支援の充実を図るため、赤ちゃん
とそのご家庭に関わる皆様との連携を大切にしてまいります。

こども保健
福祉課
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31 第4章 73

子どものインフルエンザの予防接種の無償化もしくは助成をしてほし
いです。13歳未満の子どもの場合、1人あたり7,000〜8,000円程度か
かります。どうしても注射を嫌がる子どもの場合は、フルミストで
9,000円程度です。いずれも家計の負担は小さくありません。インフ
ルエンザに感染して治療する場合、医療費は無償となるため、予防接
種はせずに感染したら病院に行けばいいと安易に考えている親御さん
もいるそうですが、感染によってインフルエンザ脳症等の重篤な合併
症が起こる可能性があります。子どもができる限りの予防をできるよ
うに支援してほしいです（菰野町、愛知県刈谷市、岐阜県可児市など
では助成制度があります）。

平成5年度まで、こどものインフルエンザ予防接種は、予防接種法に
基づく定期予防接種として公費で実施していましたが、この予防接種
による社会全体への効果が明確にされなかったことから、平成6年に
定期予防接種から外れ、現在は任意に行う予防接種になっています。
任意予防接種に対する助成については、その疾患に感染した場合の致
死率、感染後の重篤さ、感染力の強さ、接種による効果、予算等を総
合的に勘案して判断しており、本市では、P.73の「予防接種の促進」
において、おたふくかぜ予防接種に助成をしています。
現在、インフルエンザ予防接種については公費助成を行うものには該
当しないと考えていますが、他自治体では助成が行われているところ
もあり、その状況等について調査、研究をしてまいります。

こども保健
福祉課

32 第4章 75

保育士・教員の処遇改善を希望します。
最低でも周辺市町村以上にして下さい。人材や労働力が流出し、保
育・教育の質低下につながります。

33 第4章 75

保育士と教員の待遇改善を希望します。最低でも周辺市町村以上にし
なければ、人材や労働力が流出してしまい、保育・教育の質の低下に
つながります。

34 第4章 75

公立保育園と私立保育園とでは、保育士さんの待遇に差があると聞き
ました。保育士不⾜対策のためにも、私立の待遇を公立と同等に引き
上げるべきと思います。

本市では、これまで⺠間保育所等運営費補助金により処遇改善を実施
しており、今後も、私立保育園の保育士等の処遇改善に努めてまいり
ます。

保育幼稚園課

P.75の重点施策「保育士等人材確保事業」において、市独自の給与改
善補助を実施しており、引き続き国が実施する処遇改善の動向を踏ま
え、保育士等の処遇改善を図ってまいります。また、P.76の重点施策
「幼児教育推進事業」において、教育・保育の質の向上を図ってまい
ります。

保育幼稚園課
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35 第4章 75

保育士等人員確保について、賃金を上げてほしいです。例えば、会計
任用パートの保育士の時給は1500円を切っているので3000円にして
ほしいです。人材確保をするために、働きたいと思える賃金が必要だ
と思います。

令和7年度における公立園の会計年度任用職員パートタイムの時給に
ついては、引き上げを検討しています。

保育幼稚園課

36 第4章 75

私立保育園にも加配に対して補助金を支給してください。加配が必要
な子どもは実質、私立保育園には通えず、保育園選択の幅を狭められ
ることになります。

本市では、「特別支援保育事業費補助金」により私立保育園・こども
園の加配保育士に対する補助を実施し、私立園の特別支援保育の支援
を行っています。

保育幼稚園課

37 第4章 75

保育園の利用調整で落ちたい人（育休延⻑狙い）は落選できるように
してほしいです。これだけ待機児童が増えている（全国ワースト3
位）のに、落選狙いの人が保育園に申し込むことで、本当に保育園に
入りたい人の妨げになってしまいます。落選狙いの人の点数を下げる
仕組みにしてほしいです。

育児休業給付金の延⻑申請を目的とした、いわゆる「育休延⻑狙い」
については、令和６年4月1日より国の審査が厳格化されています。市
の入所申請において育休延⻑狙いの申請を把握することは難しく、引
き続き、就労要件等の客観的な保育の必要性の把握に努めるととも
に、保育所等の適正利用について周知・啓発をしてまいります。

保育幼稚園課

38 第4章 75

保育園入所の当落の結果が分かるのが遅すぎます。企業側も社員側
（育休取得者）も仕事の調整等に支障が出ます。もっと早く分かるよ
うにならないのでしょうか。

新年度入所のスケジュールは、入所の募集案内（8月）、申請書の受
付（9月）、児童の面接（11月〜12月）、利用調整（1月）経て、入所
決定時期は2月上旬頃に実施しています。スケジュールの短縮は難し
い状況ですが、引き続き、事務の効率化を図り、早期の決定となるよ
うに努めてまいります。

保育幼稚園課

39 第4章 75

市内の保育園に在籍していて、年度内に市内の保育園に転園を希望す
る場合、一旦退園しないといけないのはおかしいと思います。退園し
てしまって希望園に空きがなかった場合、子どもの預かり先がなくな
り、保護者はただちに仕事が立ち行かなくなります。事実上、年度内
の転園は申し込みすらできません。保育園に在籍した状態で転園の申
し込みをして、毎月の利用調整を待てるようにしてください。

年度途中の入所申請については、利用調整を実施し、保育の必要度が
高い順に入所決定を行っています。本市では、年度途中の受入れ枠に
空きが生じることは少なく、年度途中の転園は難しい状況となってお
ります。 保育幼稚園課
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40 第4章 79

食育の推進
学校給食の充実をはかりにオーガニック給食を！全国でオーガニック給食が広がって
きています。子どもたちの身体は、食べ物でできています。健やかな発育・発達を考
えるには、やはりオーガニック給食が必要です。

41 第4章 79

子ども計画（素案）に書かれているように「こどもと子育てにやさしいまち四日市」
は、子ども達が様々な体験を負担のない額で体験ができる事が多いと感じており（小
学生の子どもが2人います）、ありがたいと実感しております。
そんな中、「食」に関してもっとこうならば嬉しい！ということがあります。
率直に言うと「給食をオーガニック」にすることです。子どもの体と心の成⻑の基本
になっているのは「食べ物」であり、【自然に作られたものを食べることができてい
る】と思うだけでも自分を大切にできているという気持ちが湧き出てくると思います
し、【周りの大人たちが、自分たち子どもを大切にしてくれている】ということを、
１日に１回も感じることができるのは、子どもたちの心にとっても大きな安心となる
と感じます。親としても、普段はなかなかオーガニックの野菜を買えなかったとして
も、給食で少しでも出していただけたら、本当にありがたいですし、四日市市⺠であ
ることが誇らしく感じると思います。私は東京で生まれ育ちましたが、四日市と聞く
と【公害】のイメージが子供の頃からありました。それは今でもそうです。おそら
く、日本国⺠全体が四日市＝公害を学校で習うので、今はどうであれそのイメージの
ままでは？と思います。そんな四日市が【オーガニック給食を始めた】となれば、公
害のイメージを一気にひっくり返すこととなり、全国的に名が知られていることも相
まってオーガニック給食が日本全体に広がるきっかけになるのでは、とも感じてわく
わくします。【オーガニック給食＝子どものことを本当に考えてくれている町】（既
存の仕組みを変えてまで実行してくれている）という印象は桑名、鈴鹿、四日市のど
こに住もうかと考えている子育て世帯にとっては、大きな判断材料になると思いま
す。【オーガニック給食スタート】の他の自治体の記事を読むたびに、この自治体は
本当に子どもや地域（自然環境）のことを考えているのだな、と私自身感じます。現
在の給食の献立を見ましても、毎日異なるメニューで、バランスを考えてくださって
いることを感じるので栄養士の方々には頭が下がる思いです。【みえ地物一番給食の
日】を毎月確認するときに、子どもたちと地元の農家さんたちとのつながりを感じら
れる機会があることを感じて嬉しくなります。子どもたちの健康のこともそうです
が、四日市市全体でオーガニックのお野菜が増えることで、土壌や生産者の方の体へ
の負担が減り、人も土地も健康になっていくことを願っております。

オーガニック（有機農業）については、全国的にも様々な取組が行わ
れていますが、学校給食への導入には多くの課題があります。
１つ目は、量の確保です。
学校給食では、年間約190日、１日約２万５千食の提供が必要となり
ます。一方で、有機野菜の栽培に取り組む農家が少ないため、必要な
量を確保することは困難です。
２つ目は、価格です。
有機野菜は、通常の食材より価格が高いことから、物価の高騰が続き
他の食材の価格も上昇している中、給食費の範囲内で必要な栄養価を
確保しつつ、有機野菜を取り入れていくことは難しいと考えていま
す。
３つ目は、地産地消との調整です。
四日市市では、地産地消の推進に取り組んでいますが、市内で有機野
菜の栽培に取り組む農家は多くありません。有機野菜の学校給食への
導入を進めることは四日市産の農産物の使用が少なくなる可能性があ
ることから、方針に矛盾が生じないよう調整が必要になります。
これらの課題を鑑み、今後も安全安心な給食を引き続き提供するた
め、良質な食材の安定的な確保や地産地消の推進に努めていきたいと
考えています。

学校教育課
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42 第4章 84

子どもの居場所づくり事業のなかにプレーパークを入れてほしい。
ｐ84＜子どもの居場所づくり事業費補助＞
子ども食堂や学習支援などの居場所つくり←こちらにプレーパークか
自由に遊べる場を！
ここ４年ほど市⺠緑地のめぐみの森をお借りして、プレーパークを開
催してきました。実践していく中で、プレーパークは遊びだけでな
く、子ども食堂や学習支援、防災についてすべて含まれる活動になる
と体感しています。
ここ数年近所の公園での禁止事項の看板が増えています。ますます、
子どもが自由に遊べる場が少なくなってきています。また、何かを作
るなどのイベント型ばかり、子どもが自分で考えて、遊びを作ってひ
ろがせたり、こどものありのままの姿を認められる居場所が大切だと
おもいます。プレーパークは遊んでもいいし、ぼーとなにもしなくて
もよかったりそのままを認められます。さらに、失敗を体験して乗り
越える力も身についていけます。プレーパークをボランティアでして
いますが、正直継続していくにはきつくなってきました。助成金の多
くが人件費がNGとなることが多いです。正直、⻑く続けていくに
は、ちゃんと人件費をだせるようにしていく必要があると思います。

P.84の重点施策「こどもの居場所づくり事業」の「こどもの居場所づ
くり支援事業費補助金」につきましては、こども食堂や学習支援など
を補助対象事業としていますが、今後検討してまいりますので、いた
だいたご意見も参考とさせていただきます。

こども未来課
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パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方

No.
該当
区分

関連
頁

意見の内容 意見に対する考え方 所管課

43 第4章 84

四日市子ども計画、素案の立案及びパブリックコメントの募集ありが
とうございます。お忙しい公務の中、未来を担う子どもたちのため、
またその育ちを支えるご家庭、及び各種機関のため、このような案を
作成していただいたことに、まずは感謝申し上げます。
プレーパークは、自然の中で、自分の責任の下に遊ぶ遊び場です。遊
びの材料（段ボール、木、紙、のこぎりなどの工具など）を用意して
おき、それを使って子ども自身が何をするか選んで遊びます。その結
果、失敗もありますし、うまくいかないこともありますが、それも子
どもたちの学びと捉えています。普段、ゲームやYouTubeの前で⻑時
間過ごしがちな子どもも、ここにくると自分で遊びを探し出します。
昨今、規制が多く、また時間に余裕のない子どもたちにとって、自由
にのびのびできるこの場は、とても価値のある場だと考え、活動して
います。また、家庭でもない、学校でもない、第3の居場所としての
機能もあると感じています。このようなプレーパークの可能性を知っ
ていただき、ぜひ子ども計画の中に取り入れていただくとともに、ご
支援いただけると幸いです。よろしくお願いします。

P.84の重点施策「こどもの居場所づくり事業」の「こどもの居場所づ
くり支援事業費補助金」につきましては、こども食堂や学習支援など
を補助対象事業としていますが、今後検討してまいりますので、いた
だいたご意見も参考とさせていただきます。

こども未来課

44 第４章 84

子どもの居場所づくりとして、小学校と保育園幼稚園こども園が連携
して、卒園した園に不登校の小学生が行ける環境にするのはどうで
しょうか。

P.21の「こどもの居場所」に記載のとおり、こどもの居場所に求めら
れる要素として「ありのまま、素のままでいられる」「信頼できた
り、味方になってくれる人がいる」ことなどは、アンケート調査結果
からも重要度は高く、いただいたご意見も居場所の創出につながるも
のと考えられますが、不登校の小学生と園児が安全・安心に過ごすに
は、園で見守る人員の確保や部屋の余裕面積などの様々な課題があ
り、卒園児であっても小学生が自由に出入りできる環境にすることは
難しいと考えています。

保育幼稚園課

20 



パブリックコメントの意見の内容と意見に対する考え方

No.
該当
区分

関連
頁

意見の内容 意見に対する考え方 所管課

45 第４章 84

不登校児童、生徒が９００人以上となっていることをふまえ、公教育
のありようを根本的に考え直す時にきているのではないでしょうか。
「こどもの居場所づくり」の施策にも、多様な学びや居場所をつくっ
ていく必要があると思います。さらなる受け皿づくりをめざしてほし
いです。

P.84の重点施策「こどもの居場所づくり事業」においては、不登校児
童生徒に限らず、全てのこどもが、安全に安心して過ごせる多くの居
場所を持つことができるように取り組んでまいりたいと考えていま
す。また、こどもの居場所は個人的であり、変化しやすいものである
ことなどから、本市としてもこどものニーズに応じた居場所づくりを
心掛けてまいりたいと考えています。

こども未来課

指導課

46 第4章 86

P86こどもの居場所づくりの主な事業が掲げられているが、中学生の
部活動サポート事業以外に体力・運動能力向上につながる事業がみあ
たらない。生涯にわたり運動に親しむ機会は必要だと思います。安易
ではありますが、例えば１８歳以下はテニスコート利用料金を無料に
するとか、何かの事業を掲げてほしいです。

体力・運動能力向上につながる取組としては、中学生に限らず以下の
とおり取組を記載しています。
P.43：少年自然の家における体験活動
P.44：幼児期から体を動かす習慣づくり事業
P.81：体力・運動能力の向上

こども未来課

47 第４章 86

中学校の部活動について
・自由参加になり人数が減ったことで、頑張りたい子が意欲をもちづ
らい現状があるので、工夫をしてほしいです。他の中学校と合同にす
るため部活動場所が遠くなり、送迎が必要になることもあり負担を感
じる保護者がいたり、それによって参加を諦める子が出たりすること
もあるのではないでしょうか。均等に機会が与えられるといいなと思
います。
・部活動が地域へと移行していくときに体罰など行きすぎた指導にな
らないか心配なので、チェック機関を設けてもらいたいです。

少子化による部員数の減少や、それによりやむを得ず合同活動となっ
ている現状があることは認識しています。休日の部活動においては、
令和8年度中に地域クラブ活動へ移行するよう、地域展開を進めてい
ます。地域クラブ活動においては、参加を希望する生徒が活動できる
場の保障に努めてまいります。
新たな地域クラブ活動における運営団体・指導者には、四日市市部活
動ガイドラインを遵守した運営・指導を求めます。また、運営団体の
認証や、指導者研修の実施により、適切な運営・指導が行われる枠組
みを整備してまいります。

指導課
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48 第4章 79

安心して過ごし学ことができる質の高い公教育（ｐ79）
うちの子もそうだが、学校が安心の場になっていなく、不登校ぎみに
なってしまっています。そんな時に、フリースクールなど四日市に場
所がありません。質の高い公教育だけでなく、子どもたちに学校を選
択することができるようになるのが理想です。

不登校児童生徒の背景や状況は様々であり、本市においても、多様な
こどもに対する学習機会と居場所の確保は急務となっています。これ
まで、多様なこどもに対する支援策として、「登校サポートセン
ター」の充実及び「校内ふれあい教室」の設置校の拡充に努めてきま
した。「校内ふれあい教室」については、令和7年度は、全中学校へ
の設置の完了と、小学校におけるモデル校の設置を目指しています。
現在、市内には各小中学校から出席扱いが認定されているフリース
クール等⺠間施設・団体が6か所あり、令和6年度に初めて教育委員会
との連絡会議を行い、児童生徒の支援について話し合う場を持ちまし
た。
いただいたご意見も参考にして、引き続き、さまざまな学習の場につ
いての情報が必要な人に届くように努めていきたいと考えています。

教育支援課

49 第4章 92

【4章 ４学童期・思春期 ５．不登校のこどもへの支援】
P92「５．不登校のこどもへの支援」に関して、P1の策定背景でも不
登校児童生徒に触れられており、またP14の⑥不登校の状況ではその
増加傾向が示されています。しかしながら、2章の5.こども・若者、子
育て当事者を取り巻く現状と課題においては、それを課題として取り
上げられておりませんが、取り上げてしかるべきではないでしょう
か。

P.16以降の「５．こども・若者、子育て当事者を取り巻く現状と課
題」については、本計画策定に向けた調査結果に基づき整理していま
す。当該調査においては、不登校に関する調査は実施していませんの
で、当該項目への記載はございません。一方で、ご意見のとおりP.14
の「⑥不登校の状況」を現況として記載しています。

こども未来課
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50 第4章 92

【4章 ４学童期・思春期 ５．不登校のこどもへの支援】
P92「５．不登校のこどもへの支援」については、重点施策として
「不登校対策事業」が掲げられていることは良いことと思います。主
な事業として、重点施策に書かれている「登校サポートセンターにお
ける支援」をはじめとする５つの事業を、それにつづく主な事業とし
て具体的にお書きいただくべきと思いますが、いかがでしょうか。
「・メタバース空間を活用したオンラインでの支援の調査研究」や
「・学びの多様化学校の調査研究」といった事業名はわかりますが、
それに関する事業概要が示されていないと何をしようとしているのか
がわかりませんので、ぜひお示しいただきたいと思います。

いただいたご意見のように「メタバース空間を活用したオンラインで
の支援」や「学びの多様化学校」は、近年の新しい不登校対策であ
り、初めて目にする方も多いと思われますので、P.92の重点施策「不
登校対策推進事業」において、具体的にイメージしていただけるよう
に、次の下線のとおり追記します。
・中学校で別室登校を希望する生徒を受け入れる「校内ふれあい教
室」の全校設置
・オンライン上で多様な学びの場の提供ができる「メタバース空間」
の開設と運営に関する調査研究
・不登校児童生徒が入学して特別なカリキュラムで学ぶことができる
「学びの多様化学校」の調査研究

教育支援課

51 第4章 92

【4章 ４学童期・思春期 ５．不登校のこどもへの支援】
P92「５．不登校のこどもへの支援」について、取り組むべき内容と
して、「保護者への支援」を入れていただくべきと考えます。不登校
の子どもはもちろんおおいに悩み苦しみますが、その保護者も同じよ
うに悩み苦しみます。また、我が子が不登校になったことに自責の念
を負います。それを軽減するために、悩みへの相談、保護者会の設置
促進、不登校の親サークル（あるかどうかは不明ですが）への支援な
ど、やれることはたくさんあるはずです。ぜひともご検討いただきた
いと思います。なお、実際に取り組まれている事例として、貴市こど
も子育て交流プラザでの「居場所計画」などがあります。こういった
取組も取り上げられ、必要に応じて支援されるべきと考えます。

不登校児童生徒が年々増加している現状から、悩んでいる保護者の数
も増え続けているものと認識しています。このことから、令和6年度
に初めて、本市と三重郡の小中学校に在籍している保護者対象に、保
護者会を開催しました。多くの申し込みをいただき、ニーズの高さを
再確認したところです。いただいたご意見も踏まえ、P.92の重点施策
「不登校対策推進事業」の事業内容に「不登校児童生徒の保護者支
援」を次の下線のとおり追記します。
・こどもの不登校に悩む保護者同士がつながり、臨床心理士などの専
門家の話を聞いたりすることができる保護者会の開催など、保護者へ
の支援

教育支援課
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52 第4章 92

【4章 ４学童期・思春期 ５．不登校のこどもへの支援】
P92「５．不登校のこどもへの支援」について、学校現場に責任を押
しつける気は毛頭ありませんが、やはり余裕のない学校現場、画一化
せざるを得ない教育といったものが、不登校を生み出す一因になって
いると思います。不登校にはならずとも、少なからず悩み苦しんでい
る児童生徒がいると思うと、「学校での取組」と「不登校に関する取
組」を分けて考えず、相互に関連するものととらえていただきたいと
思います。ですので、「１．安心して過ごし学ぶことのできる質の高
い公教育」と「５．不登校のこどもへの支援」の両方に「こどもの心
のケア」に関する事業を入れていただくべきと思いますが、いかがで
しょうか。

こどもが安心・安全に過ごすための環境整備は、全ての事業において
第一義に考え、取り組まなければならないと考えています。また、授
業をはじめとする日々の学校生活を充実させることは、不登校対策に
もなると考えており、今後も「学校での取組」と「不登校に関する取
組」を分けることなく、一体的に充実を図ってまいります。
いただいたご意見も踏まえ、「こどもの心のケア」については、P.81
の「生徒指導の充実」に次の下線のとおり追記します。
「…教育相談の充実を図ります。教育相談においては、児童生徒の心
のケアを図ります。また、…」

教育支援課

53 第4章 92

【4章 ４学童期・思春期 ５．不登校のこどもへの支援】と記載したに
４つの意見については、不登校経験がある親としての意見ですが、不
登校児童生徒が何を考え、どうして欲しかったのかは、経験者本人に
しかわかりません。今後、取組を進めるうえで、経験者本人の経験談
を聞き、参考にしていただくことを希望します。なお、不登校の真っ
最中の児童生徒に訊いても、本人自体が何をして欲しいのか、どうし
たいのかが自分自身わからずにいることがほとんどではないかと思い
ます。それはあまり意味がありませんし、されないほうが良いと思い
ますので、ひとこと申し添えます。
以上、意見を提出させていただきます。本計画がより一層「こどもと
子育てにやさしいまち四日市」につながるものとなることをご期待申
し上げます。何とぞよろしくお願いいたします。

ご意見のように、不登校を経験したご本人の話を聞くことは、非常に
有意義であると考えます。今年度初めて、本市と三重郡の小中学校に
在籍している保護者対象に保護者会を開催し、そこでは不登校を経験
した大学生の方の話を聞く時間も設けました。当事者にとってはとて
もデリケートな内容も含まれ、中には当時のことに触れたくないとい
う思いの方もみえるため、今後も当事者への負担を第一に考慮し、無
理のない範囲で進めていきたいと考えています。 教育支援課
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54 第4章 94

マリッジサポート事業について（P.94）
特定の価値観を押し付けたり、プレッシャーを与えたりすることが
あってはならないとあります。男女のカップルを連想させる画像の使
用は、性的マイノリティ当事者にとってはすでに価値観の押し付けに
当たります。画像を差し替えていただけないでしょうか。

本市としても、ご意見のとおり、結婚、妊娠・出産、子育ては個人の
自由な意思決定に基づくものであり、個々人の決定に特定の価値観を
押し付けたり、プレッシャーを与えたりすることがあってはならない
と考えておりますが、国や県においても「こども大綱」や「三重県こ
ども計画（仮称）（策定中）」に位置付けて、結婚を希望する人への
支援が進められており、これらを勘案し、P.94の重点施策「マリッジ
サポート事業」を位置づけました。ご意見いただいた画像は事業内容
を示すものとして掲載させていただきます。

こども未来課

55 第5章 97

P97にあります計画の数値目標と指標について
基本理念から３つの基本方針を掲げ、こども・若者施策の重点事項が
柱として施策を展開されると思いますが、重要事項と指標の関係性が
わかりません。重要事項に結びつける表記にしてはどうでしょうか。

指標は、計画全体の進捗を評価する数値として設定しており、その成
果は、複数の重要事項にまたがるものもあり、必ずしも重要事項と１
対１で結びつく指標ではありません。国が示した「こども大綱」にお
いても、様々な施策にまたがる指標が設定されており、例えば、「こ
どもまんなか社会の実現に向かっていると思う人の割合」などの指標
があり、これらを勘案し、市単位で毎年度、把握が可能な指標を設定
しています。

こども未来課
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56 第5章 97

P97にあります14の指標に加えて、目標達成にむけて総括する記述が
ほしい。現状のままでは、事業を並べたのみです。

いただいたご意見の目標達成に向けての総括については、P.98の計画
の推進体制に記載しています。また、指標では、個々の事業の成果だ
けではなく、こどもの自己肯定感や子育て支援の充実についての満⾜
度などの指標を盛り込み「こどもと子育てにやさしいまち四日市」の
実現の進捗を測る総括的な指標を設定しています。

こども未来課

57 第5章 98

P97の計画の点検及び評価について
「・・・計画の実施状況について点検・評価し、」の次に「結果を公
表する。」を加えて、広く社会に伝えてください。

計画の実施状況については公表いたします。記載がありませんでした
ので、P.98の「３．計画の点検及び評価」の４行目に次の下線のとお
り追記します。
「毎年度、計画の実施状況について点検・評価し、結果を公表すると
ともに、計画的な進捗管理と…」

こども未来課

58 全体

四日市市、特にこども未来部におかれましては、これまでも「こども
と子育てにやさしいまち」のためにご尽力いただき、感謝申し上げま
す。
私自身、子育てをしてきた⽗親として、また市の事業と協働している
支援者として、僭越ながら意見を申し上げたく、以下の通り、提出さ
せていただきます。
【全般に関して】
計画は、まだ素案の段階で、パブリックコメントほか、子ども･子育
て会議や議会などでの意見を踏まえ、修正がありうると思いますが、
すでにきれいにデザイン・レイアウトされ、もう大きな修正はしない
のだと考えられているようにお見受けします。もし、１章まるごと移
動させたり、新たな章が加われば、それだけでデザインの変更にな
り、コストもかかるように思います。パブリックコメント時点ですで
に「できあがっている」印象を与えるのはどうかと思いますが、いか
がでしょうか。

視認性が重要視される昨今において、自治体の計画は⽂字が多かった
り、⽩⿊で作成されていたりすることで読まれにくいものとなってい
ましたので、パブリックコメントの段階において、市⺠の皆様が少し
でもご覧いただきやすい形にしたいと考えて作成しました。また、パ
ブリックコメントなどのご意見を踏まえた修正対応も想定しており、
大幅な変更が発生した場合についても、対応ができるように進めてい
ます。

こども未来課
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59 全体

各偶数ページ右下隅に、イラストで描かれているポートビルは市の施
設ではないので、省いてください。

ポートビルを含めたイラストにつきましては、本市のイメージを表す
ものとして作成しており、市の施設に限っておらず、ご意見の反映は
致しかねますので、ご了承ください。

こども未来課

60 その他

今回のパブリックコメント募集自体についての意見ですが、「四日市
市こども計画（素案）にかかるパブリックコメントの実施について」
のページがどこにあるのかが分かりにくいです。
四日市市サイトのトップページから目立つようにリンクを張ったり、
市のLINEで告知したりする等、パブコメを実施している旨が市⺠に伝
わるよう、早急に対策をお願いしたいです。「子育てエンジョイ」等
の子どもに関わる情報のページからリンクを張るのもよいのではと思
います。
理想としては、事前に保育園や学校等を通じて保護者に手紙・掲示等
でお知らせがあるとよかったと思います。

パブリックコメントの実施につきましては、広報よっかいち12月下旬
号や四日市市公式HPの新着情報・パブリックコメントに掲載するな
どし、周知しました。その上で、ご意見をいただいた翌日の1月7日に
四日市市公式HPのトップページの募集欄への掲載、四日市市公式HP
の「子育てエンジョイ」の新着情報及び各種募集・お知らせに掲載し
ました。 こども未来課
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61 その他

いつも子どもたちのために動いてくださりありがとうございます。
子ども計画の素案を拝見しました。
子ども計画を実行していくにあたって、上手く方法は！？と考えてみ
ました。
結論は、こどもの権利促進室を置いて連携をはかるです。
現状として、市役所に用事で行く、「これは担当ではないので、あっ
ちの課にいってください。」と課をたらい回しにされることがありま
す。
課と課の連携がないのかなと思ってしまいます。素案をみると、事業
がいろんな課がかかわっています。なので、課と課の連携がすごく大
切になるのではないでしょうか！？
課の連携をはかるポイントとして３つ
①司令塔として子ども未来課に専門のスタッフを置く
②それぞれの課に担当を置く
③横の関係をつくり、お互いに把握し協力していく
このような点があげられます。

窓口での対応については、手続き内容や受付時のチェック、受付後の
処理などもありますので、担当課をご案内させていただいておりま
す。迅速にご案内できるように、情報の共有や職員間の連携をより一
層図ってまいります。
課と課の連携については、いただいたご意見のとおり、本市として
も、重要と考えており、計画策定にあたっては、関係部局が連携し、
市全体のこども・若者、子育て当事者に関わる施策のとりまとめなど
を実施しています。本計画の進捗管理は、こども未来課が所管し、実
施してまいりますので、いただいたご意見を参考に、横の連携にも努
めてまいります。

こども未来課

62 その他

兵庫県明石市で実施している0歳児見守り訪問「オムツ定期便」を四
日市市でも実施していただけないか。菰野町でも昨年度実施され、と
ても良い取り組みだと感じたため。

乳児へのオムツの配付の取組は、子育て家庭の経済的負担軽減の点か
らも有効な子育て支援策の一つであると考えています。一方で、乳児
家庭へ定期的なオムツの配達を実施するには、申請受付のためのシス
テム構築や、配達・見守り業務の委託等に相当の予算が必要であると
考えられることから、本市といたしましては、財源や他の施策との優
先順位を考慮しながら、検討してまいります。

こども保健
福祉課
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63 その他

市内にファミリーで出かけられる魅力ある場所が少ないと思います。
遊園地等は市外ですし、レジャーがてらの買い物も市外のほうが大き
なショッピングセンター等があるため、そちらへ行ってしまいます。
市内に公園はありますが、熱中症の危険がある時期等はなかなか利用
できません。
なお、四日市駅周辺の整備が進んでおりますが、駅周辺は駐車料金も
かかり、アクセスしやすいとは言い難いです。また、市内の渋滞があ
まりにも多すぎるのも、市内でのお出かけを忌避する要因の一つに
なっています。

こどもの年齢や発達の程度に応じて多様な体験や遊びができる場や機
会を創出することは、重要であると考えており、P.41からの「２．遊
びや体験の機会づくり、生活習慣の形成・定着」を位置づけ、重点施
策や主な事業において、こどもが遊びや体験活動等を通して成⻑でき
る機会を提供してまいります。また、こういった機会の周知も重要で
あると考えており、P.38の重点施策「「こどもまんなか社会」の実現
に向けた周知啓発」においても、こども・子育て情報を集約したWEB
サイトを作成し、効果的な情報発信を実施してまいります。

こども未来課

64 その他

小児科の予約が非常に取りづらいです。予約開始時間前から待機して
いないと、一瞬でその日の予約が埋まってしまうことが度々ありま
す。たとえば、午後になって子どもが熱を出した場合など、予約が
いっぱいでその日のうちに小児科に行くのは難しいです。いつでも安
心して子どもに医療を受けさせられる体制づくりをしてほしいです。

全国の小児科医師数は近年増加しており、三重県の小児科医師も同様
に増加していますが、小児人口10万人あたりの小児科医師数は、全国
平均を下回っています。そのような中、医療体制については、第8次
三重県医療計画に基づいて、県をはじめ関係機関等で小児医療を担う
人材の育成・確保のための施策が進められています。
現在、本市ホームページでは、インターネットで医療機関を探すため
の「医療ネットみえ」等へのリンク情報を掲載しており、感染症の流
行状況等により受診予約が取りにくい時にご利用いただけるよう広報
に努めてまいります。

こども保健
福祉課
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65 その他

JR四日市駅周辺への大学設置は、ぜひ積極的に進めていただきたいで
す。市内の優秀な子どもの選択肢が増え、市外からも優秀な人材が集
まることを願っています。

現在、将来にわたる産業都市としての持続的な発展を見据え、地域の
産業界・大学・行政が連携して地域の成⻑分野をけん引できる人材の
養成や研究開発に取り組む理系大学の設置に向け、基本計画の策定を
進めています。
現在の三重県内の大学収容力は低く、大学進学時に県外へ進学する学
生が多い状況ですが、JR四日市駅前に理工系分野の大学を設置するこ
とで、県内外の学生を呼び込むとともに、若者の地域への定着を図っ
ていきます。
18歳人口が減少している時代においても、進学先として選ばれ、ま
た、本市の産業振興や地域課題解決に資する魅力的な大学設置に向け
て取り組んでまいります。

政策推進課

66 その他

学校と保護者のやり取りを、アプリ等オンラインでできるようにして
ほしいです。連絡帳だと子どもが先生に渡さない・紛失するといった
行き違いが生じる可能性があります。電話での連絡は業務の都合で学
校が開いている時間にできない保護者もいると思います。保護者から
は24時間連絡ができて、先生は学校で業務時間中に確認するシステム
にすれば、双方の負担軽減になるのではないでしょうか。プリント等
もアプリでの配信にすれば尚いいと思います。

学校と保護者の双方向連絡システム（学校保護者連絡システム）を令
和4年4月に導入したことにより、これまでは連絡帳や学校への電話が
主体であった欠席等の連絡をシステムへの入力で容易に実行できるよ
うになりました。また、保護者や地域協力者へのプリント類も、シス
テムを利用して配信することが可能になっています。今後もアプリ等
を活用して、学校や家庭の負担軽減を図ってまいります。

教育支援課
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67 その他

PTA活動について現在共働き世帯が多くなっているにもかかわらず、
主婦が主体となって活動していた形態をそのまま残していることに疑
問を感じます。
市が子育てしやすい町と掲げるのであれば、フルタイムで共働きの世
帯でも負担のないような活動に省略したり、アプリなどを活用させた
りして大切な部分と思われる集団登校や備品の購入のみ残していき他
の活動はなくしたり外注にまわすなどのことの指示を市から率先して
いただくことはできないものでしょうか。
また、集団登校などのPTAシステムにおいても昔ながらの連絡網が作
られており、個人情報の流出も心配されるため、アプリで出欠連絡を
とったりできることなどは尚更早期に手をうたなければならないこと
だと思いますがいかがでしょうか

各PTAは社会教育関係団体として独立した任意団体であることから、
それぞれの趣旨や方針に基づき活動されており、市は直接指導、監督
等を行えないものとされています。
いただいたご意見のとおり、家庭や社会を取り巻く状況は大きく変
わってきており、これに合わせて活動の見直し等を進められている団
体もあるとお聞きしています。
本市としては、引き続きこどもの健全育成に向けてより良い活動を進
めていただけるよう、求めに応じた助言を行うほか、四日市市PTA連
絡協議会や学校⻑等を通じた連携を図っていきたいと考えています。

教育総務課
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68 その他

PTA・自治会を縮小・廃止してほしいです。共働きが当たり前の今の時代に、子育て世
帯の負担が大きすぎます。コロナ禍でせっかく活動が縮小されていたのに、今はコロ
ナ禍前に戻ってしまっています。地区の運動会や⽂化祭等、なくしても支障ない活動
が多すぎると思います。 〇PTAについて 四日市市はPTA加入が強制です。PTAに加
入するか否かを言える機会もなく、加入届も配布されず勝手に会員にされていまし
た。退会届も見たことがありません。はっきり言って全国の自治体と比べて遅れてい
ます。Youよっかいちさんの記事（https://www.you-
yokkaichi.com/2023/12/12/29573/）で「PTAへの参加は自由であることが伝わるよ
う、助言、相談をしていく」とありましたが、このような話は我々保護者には全く伝
わってきておりません。ネットで検索をすると、どうやら四日市市はPTAが強制らしい
という情報が出てきてしまいます。それを見て、これから結婚する人・子育て世代が
四日市市に居を構えるのは避けようということも出てくるのではないでしょうか。子
どもが2人3人と増えるとPTAに悩まされる期間が延びる、というのも少子化の遠因に
なっていると思います（少なくとも我が家はそうです）。PTAの役員決めでは、もちろ
ん進んでやりたがる人はいません。役務免除のために、家族の病気や子どもの不登校
など、プライバシーに関わることを公の場で言わざるを得ない方もいらっしゃり、本
当に気の毒に思います。なぜ子どもを育てるのにこんな思いをしなければならないの

PTAは社会教育関係団体として独立した任意団体で、それぞれの趣旨
や方針に基づき活動されており、市は直接指導、監督等を行えないも
のとされています。加入の義務はなく自由意思によるものであり、保
護者がPTAに未加入であっても、学校教育活動の中ではこどもが不当
な扱いを受けることはありません。
PTAの中には、組織や活動の見直しなど、会員の負担を減らすととも
に、持続可能な活動のあり方となるよう、取り組みも始まっていると
お聞きしています。
市としましては、引き続き子どもたちの健全育成に向けてより良い活
動を進めていただけるよう、求めに応じた助言を行うほか、四日市市
PTA連絡協議会や学校⻑等を通じた連携を図っていきたいと考えてい
ます。

教育総務課
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68 その他

か、いわゆる「子育て罰」だなと感じます。自分たちでPTAを変えていければいいので
すが、強い同調圧力があり、PTA内で意見を言うことができません。加入・非加入を選
択制にすると、PTA非会員の子どもが「通学班には入れられないから親が学校まで送迎
しろ」といったいじめ・差別を受ける事例もあるようです。どうしてもPTAの活動が必
要なら、代行業者に外注する、有償の仕事にしてやりたい人がやる、「PTA事務員制
度」のように人を雇う等、別の形態にシフトしていくべきと思います。または、パト
ロールや通学班編成等の子どもの安全に関わる仕事だけは残して、他は廃止といった
合理化をすべきです。地区の運動会や⽂化祭等は、やりたい人だけでやればよいので
はないでしょうか。いわゆる「第二のサイフ」としてPTAが必要で、それを理由にPTA
を解散したくない層がいるのであれば、行事等は廃止して集金のみ行えばよいと思い
ます（本来は公費で賄うべきものにPTA会費を充てるのは適切ではないと思います）。
頑なに現状のPTA・自治会を維持するということであれば、せめてこれらの活動のため
に取得できる休暇制度（有給休暇や子の看護休暇とは別で）がほしいので、企業側に
促していただきたいです。 追記：名古屋市では保護者を対象にPTAに関するアンケー
トを実施するようです。このようにまず実態を把握していただくのもいいと思います
（https://news.yahoo.co.jp/articles/75415dda1acac77fa5535108b36
d7f1efc3e1fcd）

教育総務課
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69 その他

〇自治会について
自治会は高齢化が進み、高齢や病気・認知症等を理由に役務免除にな
る世帯が増えてきています。まだ役務免除の対象ではないシニア世帯
が「うちは年だから難しい仕事はできない」「あなたは若いからでき
るでしょ」と、重い役を若年世帯に押し付けるエイジハラスメントも
起きています。子育て世帯はPTAと自治会の二重苦です。自治会の役
員に当たっていてもPTAの役員は免除になりません。ごみ収集や街灯
の整備等、地域の維持に必要な集金のみ行い、その他の活動は廃止し
てほしいです。集金も口座振替にするのが望ましいです。集金の担当
になり⼾別集金に行くと、不在や現金を用意していなかった等で集金
できないこともあり、いつでも動けるわけではない子育て世帯にとっ
てはかなりの負担です。回覧板はLINE等アプリでの情報配信でもいい
のはないでしょうか。今は高齢者でも当たり前にスマホを使っていま
す。回覧板だとなかなか次の家に回してくれない人がいて困るケース
もありますが、それも解決できます。
※PTA・自治会いずれもですが、何の改善もなしに「ご理解をお願い
します」といったご回答では到底納得できません。

自治会は、自身が住んでいるまちをより良くするため、お互いが協力
し合い、様々な課題に対して、みんなで話し合い、みんなで解決して
いくために形成された自治組織です。近年では、高齢社会への対応や
こどもの見守り、災害時における共助の取組など、地域課題も増加し
ており、自治会が果たす役割は、ますます重要なものとなっていま
す。一方で、自治会を運営するにあたって「住⺠からの要望や雑務が
多い」「市や地域団体からの依頼や要請が多い」「平日の会議や行事
が多く勤務に支障となっている」等、様々な負担や課題を抱えている
ということも認識しています。
本市といたしましては、「四日市市自治会加入の促進と自治会活動推
進のための条例」に基づき、自治会への加入を促進し、自治会活動の
負担軽減を図るとともに、現役世代が自治会活動に参加しやすくなる
よう、地区市⺠センターにおいてZOOMの使い方講座の開催や、自治
会等に対しモバイルWi−Fiの貸し出しを行う等、デジタル化に向けた
支援を行っています。
自治会費等の集金については、すでに他の自治会で実施されている口
座振替やコンビニ納付等の取組事例をさらに調査し、紹介するなどの
周知を行います。回覧板のデジタル化については、市から発行する回
覧物を従来の紙に加えて、データも併せて提供する取組を検討してい
ます。
このように自治会活動の課題を整理しながら、負担軽減等の支援を
行っていきたいと考えています。

市⺠生活課
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70 その他

通学路内の横断歩道に歩道橋を設置（交通量の多い箇所や、信号無視
の多い箇所等）して、旗当番をなくしてほしいです。旗当番のたびに
仕事を遅刻・有休を使うことになり、負担に感じる保護者が多いと思
います。

本市では、学校がPTAやコミュニティスクール運営協議会と協力して
通学路の点検を行って把握した「要対策箇所（危険箇所）」につい
て、四日市市通学路交通安全推進会議において、国、県、市の道路管
理者や警察などの関係機関、関係部局による協議を行い、ハード面と
ソフト面の両面から具体的な対策案の検討を行っています。「旗当
番」について、その多くは、お子様が在籍している学校のPTAや地区
の育成会が主体となって活動していただいていると思われます。「旗
当番」を主導している団体にご相談いただくようお願いいたします。

指導課

71 その他

学校内・通学路等への防犯カメラを設置してほしいです。子どもを
狙った犯罪や、歩行者優先を守らないドライバー等の抑止になり、地
域の治安向上にもつながります。校内に防犯カメラがあれば、校内で
のいじめや教職員による性犯罪の抑止にもなると思います。

通学路への防犯カメラの設置については、自治会等を補助対象団体と
し、防犯カメラの購入及び設置工事にかかる費用等の補助を行ってい
ます。引き続き、安全で安心して生活できる地域社会の実現に努めて
まいります。
次に、市内小中学校にはすでに防犯カメラを設置していますが、防犯
目的の設置であり、児童生徒及び教職員の監視を目的としたものでは
ありません。いただいたご意見のいじめの防止については、道徳科や
特別活動をはじめ、教育活動全体において、いじめをしない・許さな
い態度や力の育成に取り組んでいます。また、児童会・生徒会活動な
ど児童生徒が主体となりいじめを防止する取組を推進するとともに、
アンケートや教育相談等を通じて、未然防止、早期発見と迅速な対処
を心がけているところです。児童生徒や教職員を監視するカメラの設
置は行いませんが、児童生徒の安心・安全が担保されるよう努めてま
いります。

市⺠協働
安全課

指導課
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72 その他

わたしは、四日市で生まれ育ち、現在まで、そしてこれからも四日市
で過ごす一市⺠です。「四日市市こども計画」を読み、考えたことを
伝えたいと思います。
就学前から学童期にかけて、子どもが育っていくのに、保育園、こど
も園、小中学校に人材確保することが重要だと考えます。保育士だけ
でなく小中学校教員の不⾜を解消するために、四日市で子どもたちの
ために働きたいと思える給与改善は必要だと思います。他市町よりも
給与が少ないという声を聞いています。ぜひ意欲がもてるように改善
をしてはと考えます。
７５ページに保育士人材確保事業がありますが、教職員にも施策が必
要だと思います。

いただいた教職員に関してのご意見について、四日市市内の公立小中
学校においても教員不⾜は大きな課題となっております。
本市としては、公立小中学校の教員の採用は三重県が担っていること
から、新規採用教員の確保など、三重県に強く働きかけているところ
です。今後も継続して本市の実情を三重県には伝えながら、適切な人
的配置が行われるよう申し入れを行い、将来を担うこどもたちの教育
を保障できるよう努めてまいります。

学校教育課

73 その他

高校でも給食を実施してほしいです。毎日お弁当を用意するのは家庭
の負担が大きいです（愛知県の高校では試験的に給食を導入すると報
道で見ました）

高等学校の給食について、県立は三重県教育委員会の所管となりま
す。いただいたご意見を三重県教育委員会に共有します。 こども未来課

74 その他

今回寄せられたパブコメの中には、市の所管を超えるものもあるかも
知れません。その場合は、然るべきところ（県・国など）に意見を届
けていただきたいです。

ご意見の内容に応じて、共有させていただきます。

こども未来課
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